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令和３年度 第１回柏原市総合教育会議議事録 

 

日   時 令和 3 年 12 月 27 日(月) 午後 2 時から午後 2 時 45 分 

場   所 大会議室（本館４階） 

出 席 者 （柏原市総合教育会議構成員） 

○市長 冨宅 正浩（議長） 

○教育委員会教育長 新子 寿一 

○教育委員会教育長職務代理者 山﨑 裕行 

○教育委員会委員 田中 保和 

○教育委員会委員 近藤 温子 

○教育委員会委員 西村 弥生子 

欠 席 者 ○なし 

傍 聴 者 ○なし 

関 係 者 ○副市長 松井 久尚 

○政策推進部長 市川 信行 

○政策推進部総合政策監 小林 一裕 

○教育部長 福島 潔 

○教育部教育監 中平 好美 

○教育部教育総務課長 栗田 聖子 

○教育部教育総務課課長補佐 井上 敦 

○教育部次長兼指導課長 石田 智 

○教育部学務課長 井原 啓裕 

事 務 局 ○政策推進部次長兼企画調整課長 井上 昇 

○政策推進部企画調整課主任 藤井 智惠 

会 議 次 第 １ 開会 

２ 市長あいさつ 

３ 議事 

（１）ＩＣＴ機器の運用状況について 

（２）いわゆるコロナ禍における学校運営について 

（３）支援教室について 

（４）教員について 

（５）学校施設の老朽化について 

（６）教育振興基本計画について 

（７）その他 

４ 閉会 
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議 事 

 

（事務局） 

【１ 開会】 

 皆様お揃いですので、今年度第１回柏原市総合教育会議を開催させ

ていただきます。 

 皆様におかれましては、ご多忙の折にもかかわらず、ご出席いただ

き、誠にありがとうございます。 

 私は、本日の司会を務めます柏原市政策推進部企画調整課の井上で

す。どうぞよろしくお願いします。 

 本日は委員の皆様に、ご出席いただいております。 

 本会議は、柏原市総合教育会議運営要綱第 3 条第 4 項にて規定して

おります開催要件、「市長及び教育長等のうち 1 名以上の出席による」

を満たしておりますので、本会議が成立しておりますことをご報告さ

せていただきます。 

 それでは、開催にあたりまして、冨宅市長よりごあいさつをお願い

します。 

 

（冨宅市長） 

 

【２ 市長あいさつ】 

 皆様、改めまして、こんにちは。ただいまご紹介いただきました冨

宅でございます。 

 本日は、令和３年度第 1回の総合教育会議にご出席いただきまして、

本当にありがとうございます。 

 また、平素は柏原市の教育環境の充実のためにご尽力いただいてお

りますことを改めて感謝申し上げます。本当にありがとうございます。 

 皆様もご承知の通り、昨年からの新型コロナウイルス感染症の感染

拡大ということで、本当に我々の生活が大きく変化しております。 

 その様な中ですけれども、子どもたちにはできる限り、これまでと

変わらない学校生活を送れるように教育委員の皆様をはじめ教育委員

会、そして教職員の皆様には本当にご尽力いただいておりますことを

感謝申し上げます。ありがとうございます。 

 現在は、変異株であるオミクロン株が発生しておりまして、予断を

許さない状況が続いておりますが、これまでの経験を踏まえ、我々も

勉強をしておりますので、ぜひ一丸となってコロナウイルスに負けな

いように、子どもたちに影響がでないように一緒に頑張っていきたい

と思っておりますので、どうぞ本日もよろしくお願いいたします。 

 

（事務局） 

 

 

 

 

【３ 議事】 

 ありがとうございます。それでは、次第の議事に入らせていただき

ます。 

 会議は、柏原市総合教育会議運営要綱第３条の規定により、市長が

議長となります。 

 ここからの会議の進行をお願いしたいと思いますので、市長よろし
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（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

（新子教育長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

くお願いいたします。 

 

 はい。それでは、運営要綱に基づきまして、議長を務めさせていた

だきますので、皆様よろしくお願いします。 

 この総合教育会議は、私と教育委員の皆様との会議の場ですので、

出来る限り委員の皆様からのご意見を多くお聞かせいただけたらと思

っています。 

 そして議事に入る前に、事務局より傍聴に関する説明をお願いいた

します。 

 

 はい。ただいま、傍聴の方はおられません。傍聴席１０席ご用意し

ておりますので、１０名に至るまで傍聴を認めていただけますでしょ

うか。 

 

 傍聴を許可してよろしいでしょうか。 

 

（教育委員から、「異議なし」の声があがる） 

 

 それでは傍聴を許可します。 

 

 

 それでは、順に会議に入らせていただきます。 

 

 （新子教育長から発言を求める声あり） 

 

 どうぞ、ご発言ください。 

 

 長引くコロナ禍、非常に厳しい市の財政状況にあって、柏原、玉手

両中学校体育館空調の設置や史跡清浄泉の斜面保護をはじめ、学校教

育、社会教育ともに多くの予算を割いていただき、心より感謝申し上

げます。ありがとうございます。 

 教育は市政の根幹でございます。柏原市の未来を担う子どもたちに、

安全・安心な学習環境を整備できるよう、また、学びを必要とする人

に学習環境を整備できますよう、柏原市として変わらぬご協力を賜り

ますようよろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございます。子どもたちのためにこの間予算を割かせて

いただきました。 

 この総合教育会議で出たご意見を十分に参考にさせていただきなが

ら進めさせていただいています。 
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（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

（山﨑委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

 

（田中委員） 

 

 

 

 

 

 

 この総合教育会議は、教育施策の方向性を共有させていただき、様々

な施策を進め、諸課題の解決に当たっていくため、教育委員の皆様と

ご議論をさせていただく大変重要な場であると考えております。 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大によりまして、学校生活も一

変しましたが、柏原市の教育の発展、そして先ほど教育長からもござ

いました、柏原市の未来を担う子どもたちの明るい未来のために、引

き続き学習環境をきっちりと整えてまいりたいと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

 

（１）ＩＣＴ機器の運用状況について 

 それでは、まず議題の（１）「ＩＣＴ機器の運用状況について」で

ございます。令和２年度にＧＩＧＡスクール構想を実現するべく、児

童生徒一人一台のタブレットＰＣや、プロジェクター、高速インター

ネット回線などを整備いただきました。整備から半年あまりが経過し

ましたが現状の運用についてはどのような状況でしょうか。 

 

 ＧＩＧＡスクール構想により整備したタブレットＰＣについては、

現在各学校において、子どもたちが文房具のように日常的に活用する

機会を設けております。例えば、授業支援ソフトを活用し、子どもた

ち各々のタブレットＰＣの画面をプロジェクターで教室前方に全員分

映し出して、意見や調べた内容などを共有することや、容易にやり直

しができるというデジタルの特性を生かし、子どもたちが試行錯誤を

くり返しながら理解を深めるという活動を取り入れるなど、ＩＣＴな

らではの教育活動が展開されるようになってきております。 

  

 ありがとうございます。しっかりと日常的に活用いただけていると

いうことで、私も嬉しく思っております。新型コロナウイルス感染症

は現在小康状態とはいえ、いわゆる第６波の感染拡大によっては、ま

た臨時休業等を強いられるかもしれません。子どもたちは家庭での使

用は慣れていないと思いますが、そういった時の対策は何か講じられ

ているのでしょうか？ 

 

 各学校では、臨時休業等の緊急時だけでなく、日常的な活用の一環

としてタブレットＰＣの持ち帰りも始めております。タブレットＰＣ

を用いた家庭学習は、学習支援ソフトにより教員から指示された課題

に取り組むことを基本としています。分からないことがあれば教員に

メッセージを送ったり、教員がそれに対して返事をしたりすることが

可能になっています。 
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（冨宅市長） 

 

（近藤委員） 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

 

（西村委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

（新子教育長） 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 （近藤委員から発言を求める声あり） 

 

 はい、近藤委員お願いします。 

 

 子どもたちは教員から与えられた課題以外にも、自分の興味のある

教科や分野、まだ習っていない単元についても解説資料を読みながら

自学自習を進めることもでき、たとえ登校ができない状況になったと

しても、学校での学びが継続できる環境を整えております。 

 

 ありがとうございます。子どもたちの学びが途切れないようにしっ

かりしていただいているようですので引き続きよろしくお願いしま

す。 

 また、コロナ禍において、「新しい生活様式」として、市の業務でも

ウェブ会議やオンライン説明会が一般的になってきておりますが、そ

ういった活用についてはどのような状況でしょうか。 

 

 はい。教員に向けた研修においても「ズーム」や「マイクロソフト

チームズ」を活用して開催しておりますし、今年８月は、例年リビエ

ールホールにて実施している「児童生徒会サミット」をオンラインに

て開催いたしました。市内１５校の子どもたちが、それぞれの学校に

いながら、各学校の「よりよい仲間づくりに向けた取組み」の発表を

行い、第２部では中学校の生徒が「いじめをなくすために取り組むこ

と」についての議論を活発に交わしました。１１月には２年ぶりに教

育月間全体会が開催され、ＩＣＴ推進のモデル校２校の教員から、こ

れまでの実践報告がありました。工夫された活用方法が紹介され、参

加した教員にとって大きな刺激になったと思われます。 

 

 （新子教育長から発言を求める声あり） 

 

 はい、新子教育長お願いします。 

 

 ＩＣＴ機器についてはかねてより、使うことが目的とならぬよう、

教員にとって「教具」の一つとして、児童生徒にとっては「文房具」

の一つとして活用するよう努めてまいりました。 

 ＩＣＴ機器の進歩は日進月歩でありますので、利用する教員、市教

委のスキルも高めるため引き続き講習会や研修、活用事例の交流など

を実施し、全体的にスキルアップして、より一層有効活用できるよう

取り組んでまいります。 

 

 ありがとうございます。教育長がおっしゃったように、使う事が目



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（山﨑委員） 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

 

 

（田中委員） 

 

 

的ではなくて、やっぱり今まで培われてきた教育実践にＩＣＴをうま

く取り入れて、子どもたちだけでなく、先生の皆様の力も最大限に引

き出せるよう取り組んでいただきたいと思います。 

 それから一つ、ＩＣＴが契機となって、その先にある学力向上へも

個人的には繋がると思いますし、私の学生時代を振り返っても、そう

いった環境が整っていればと思うこともあります。そういった意味で

も副産物として学力向上へ繋がっていけば嬉しいなと思っておりま

す。 

 

 

（２）いわゆるコロナ禍における学校運営について 

 では、次に議題（２）の「いわゆるコロナ禍における学校運営につ

いて」に移りたいと思います。長引くコロナ禍において、今年度は臨

時休業など無く学校運営ができたことについては、学校において感染

症対策に取り組んでいただいた結果だと思います。 

 感染防止はもちろん重要ですが、運動会、修学旅行等の子どもたち

も楽しみにしているイベントについても、中止せざるを得ない状況に

なるなど、子どもたちにとって貴重な体験や経験を奪う形になること

が多かったようにも感じますが、今年度についてはどういった状況だ

ったのでしょうか。 

 

 各学校では、感染症対策を講じる必要がある中ではありましたが、

教育効果や子どもたちの心情を考慮し、可能な範囲で工夫した学校行

事を行うことができました。 

 体育大会につきましては、学年ごとに時間や日を分けて行う等の工

夫をして実施いたしました。 

 修学旅行につきましては、時期の延期や場所を変更することにより、

市内全校で実施できております。 

 

 ありがとうございます。開催するために様々な工夫をしていただい

たということで、子どもたちはもちろんですが、ご家族にとっても本

当に喜ばしいことであったと思っております。これからも昨年のよう

な我慢を強いられるだけの生活やイベントの中止などにならないよう

にできるだけ配慮や対策などお願いします。 

 また、学校現場において感染症対策についてはどのような対策をさ

れているのでしょうか。現在の状況を教えていただけたらと思います。  

 

 学校現場における感染症対策ですが、子どもたちが安心して学習活

動に取り組むことが出来るよう、学校では最新の情報を取り入れなが

ら感染症対策に取り組んでおります。 
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（冨宅市長） 

 

（近藤委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

 

 

（西村委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 飛沫による感染リスクが最も高いことから、日常生活において、マ

スクを着用することはもちろんですが、給食をいただくときも、同じ

方向を向いて黙って給食を食べる、いわゆる黙食に取り組んでおりま

す。 

 

 （近藤委員から発言を求める声あり） 

 

 近藤委員、お願いします。 

 

 毎朝の健康観察、こまめな手洗い、手指消毒等、子どもたちが新し

い生活様式を身につけるよう、学校現場では、細やかな指導を積み重

ねているとお聞きしています。 

 また、児童生徒への指導だけでなく、大勢が共通して触れる箇所、

例えば水道の蛇口や階段の手すりなどは、スクールサポートスタッフ

による、こまめな消毒作業が行われているとお聞きしています。教職

員がこれらの作業を担うとなると、教育活動や行事を行う中での感染

対策等の通常業務に加えて、相当な負担がかかってしまいますので、

各校へのスクールサポートスタッフの配置は、引き続き必要だと思い

ます。 

 

 ありがとうございます。大阪府内でも新しい変異株であるオミクロ

ン株の感染者が確認されていますので、引き続きしっかりと取り組ん

でいただきますようお願いいたします。 

 長引くコロナ禍において、色々な制約や制限がある中での学校生活

となっておりますので、子どもたちの精神的な影響、これを非常に心

配しております。不登校の児童生徒が増加しているというような事実

は今のところございませんでしょうか。 

 

 文部科学省の「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題

に関する調査」によりますと、全国の不登校児童生徒は増加傾向にあ

り、とりわけ令和２年度の調査では、過去最多になることが分かりま

した。文部科学省では、その背景として、新型コロナウイルスの流行

で学校が一斉休業になったことや、慣れない自粛生活などによって生

活環境が大きく変化したことの影響を受けたのではないかとの分析が

なされています。 

 

 （山﨑委員から発言を求める声あり） 

 

 山﨑委員、お願いします。 
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（山﨑委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

（田中委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

 

（山﨑委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本市の小中学校におきましても、不登校の児童生徒数は増加傾向に

あり、令和元年度は、小中学校を合わせて８６名でしたが、令和２年

度は９９名となっております。ただ、過去５年間の推移を見ますと、

令和２年度の増え方に大きな特徴はございませんでしたので、教育委

員会といたしましては、新型コロナウイルスが大きく影響したものと

は認識しておりません。しかし、不登校は、その要因について特定す

ることが難しいため、新型コロナウイルスの影響が一因となって、生

活リズムの乱れや登校意欲の低下などが生じ、結果的に不登校につな

がった児童生徒もいるのではないかと考えております。 

 

 （田中委員から発言を求める声あり） 

 

 はい、田中委員お願いします。 

 

 不登校への対応につきまして、教育委員会では、不登校傾向のある

児童生徒の「早期発見」と教員の意識を高めるために、毎月５日以上

欠席した児童生徒の状況について報告するよう、各学校に義務付けて

おります。スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーはも

とより、個別のケースに応じて、福祉等の関係機関とも連携し、学校

における不登校児童生徒への対応を支援しています。 

 また、学校に登校することが困難な児童生徒が通うことのできる、

教育研究所内の適応指導教室では、一人ひとりの学力保障を行うほか、

社会性を身につけるための少人数活動や支援ボランティアを活用した

家庭訪問の実施などを行い、不登校児童生徒に寄り添う支援に取り組

んでいるところであります。 

 

 ありがとうございます。今後もきめ細かい取組みをぜひともよろし

くお願いします。教育委員の皆様もそれぞれのお立場でこのコロナ禍

における学校運営について、様々なお考えがあろうかと思います。お

一人ずつ頂戴してもよろしいでしょうか。よろしくお願いいたします。 

 

 では私からでお願いいたします。去年の３月、国の要請があり春休

みまでの学校の臨時休業が始まり、その後も休業を続けざるを得なく

なった時、これは本当に大変なことになったと思いました。 

 学校に登校できないことにより、通常の教育課程が実施できないだ

けでなく、子どもの早寝早起きなどの基本的な生活習慣が乱れたり、

給食がなくなることにより食生活が不十分になったりするなど、心身

の発達に大きな影響を与えるのではないか。また、共働きの家庭や単

親家庭では仕事を休まざるを得なかったり、多くの保護者には、子育

ての負担やストレスが増加するのではないかなど、不安は尽きません
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でした。 

 その後、普通登校が始まり、対面での授業が再開されましたが、現

状のコロナ禍での学校運営は本当に厳しいものがあると思っていま

す。 

 幸い、柏原市では先ほどもありましたように、ＧＩＧＡスクール構

想でいち早く一人一台のタブレットＰＣを配付し、サポート人材も配

置するなど、教育に多くの予算をつけていただき、大変うれしく思っ

ています。こういった機器を使うことにより、多くのことが可能にな

りました。 

 また、感染拡大のリスク低減のため、手洗い、うがい、マスクの着

用、換気などを行うことはもちろん、大きな声で話したりする活動や

対面での活動を減らす必要もあります。体育大会や文化祭、校外活動、

修学旅行などの学校行事、部活動なども、十分配慮して実施すること

が大切です。 

 制約の多い学校運営です。いずれにしても、医学の進歩により、ワ

クチンの接種や特効薬の開発が進み、コロナが学校教育に影響しない

時が早くきてほしいと思います。 

 学校は集団での学習活動を行う場であり、その時が来たら、子ども

たち皆が知、徳、体の調和のとれた発達ができるよう学校教育を再構

築しなければいけないと思っております。 

 

 （田中委員から発言を求める声あり） 

 

 はい、田中委員お願いします。 

 

 運動会、修学旅行等のイベントについてですが、児童・生徒にとっ

て学校行事や部活動等は学力向上を目的とする授業とは異なり、対人

関係や集団での協調性、指導力など培う重要なものであり、コロナに

よる影響で大人へと成長する過程での人間形成が疎かにならないかと

心配しております。また、対面ではないオンライン授業も同様の懸念

があります。 

 学校現場における感染症対策については、これまで学校において対

策をしていただいているとは思いますが、部活動や宿泊を伴う修学旅

行等でのクラスター防止対策等に不安はあります。現在は感染者数が

減少傾向にありますが、海外、日本もそうですけれども、オミクロン

株の流行も出てきております。油断をせずに感染症対策に努める必要

があると思っております。 

 また、先ほどもお話しましたが、コロナ禍における不登校について

ですが、不登校の児童生徒数は増えてはいるものの、不登校の理由は

非常に複雑で、様々な要因が考えられますので、直接それがコロナ禍
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によるものとは判断できない状況かと思います。ただ児童生徒にも多

くの制限、制約があるのも事実ですので、引き続ききめ細やかな対応

をしていく必要があると思います。 

 その他にもコロナの影響での学力低下は観られるか、学校で働く先

生方の体調・勤務状況や意欲等についての変化はないのか、学校運営

における教職員の協力体制はどうなっていくのか、心配は尽きません

が、ひとつひとつ課題に取り組んでいかなければならないと考えてお

ります。 

 

 （近藤委員から発言を求める声あり） 

 

 近藤委員、お願いします。 

 

 家ではこもってばかりの毎日ですが、学校生活では各学校が様々な

工夫を凝らしながら、子どもたちが楽しみにしている行事を一通り行

ってくれていることを感謝しています。 

 制約が多い中で先生方と一緒に考えながら進めていると聞きます。

そういった経験もできていることを心強く思っています。 

 家庭に向けての連絡も考えられています。学校へ出向くことが難し

い中、一部の説明会では学校ホームページから動画で見られるようし

てくれている学校があります。いつでも見られるので助かります。 

 また、市内全学校で使われている、メールサービスの「はなまる連

絡帳」では学校の様子も発信してくれていて、楽しくもありますし、

様子がわかることの安心感もあります。 

 急な連絡等も多くあったこの時期に学校からの発信方法が多様にあ

ったことは双方にとって大きなメリットだったと思います。先生方の

仕事の一助になるよう活用していってもらいたいです。 

 

 （西村委員から発言を求める声あり） 

 

 それでは西村委員、お願いします。 

 

 コロナ禍におきましては、子どもたちにとって学校の存在とは何か

ということを考えさせられ、また地域における多面的な役割を担って

いると再認識した機会であったと思います。 

 今後の動向はオミクロン株の流行によりまだ不確定であり、現状の

感染症対策は継続せざるを得ませんが、工夫しながら教育活動は停止

しない努力が必要だと思います。そのうえで、今まで慣例として実施

していたけれども、学習者主体の視点を強く意識したうえで再考し、

その活動は本当に必要か検証しながら取り組んでいくべきだと考えて
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います。 

 そして、コロナ禍の影響が今後どのように出てくるか、長期的な視

点を持っておく必要性もあります。特に不安感、ストレスを受け続け

ることで、心も体も何らかの影響を受けている子どもたちがいます。

例えばマスクをすることで、口腔やコミュニケーションの発達が遅れ

たり、肥満が微増していたり、漠然とした不安や生活リズムが崩れた

ことで心身の調子を崩してしまった子どもや、登校しにくくなった子

どもは決して少なくありません。 

 そのためには、学校は子どもに携わる機関と連携しながら学びをさ

らに多様化させることで受け皿を広げたり、またデジタル化によって

得られたデータを分析、活用して、社会全体で子どもの成長を把握し

ていくことが望むべきと考えます。 

 

 （新子教育長から発言を求める声あり） 

 

 はい、新子教育長お願いします。 

 

 昨年２月末より全国の学校が一斉に臨時休業となって以来、私が一

貫して言い続けていることは「安心・安全」であります。 

 新型コロナウイルスの感染状況は、今、日本ではやや小康状態では

ありますが、世界に目を向けますと、再度爆発的な感染が広がってい

る国もございます。またワクチン接種が進んだとはいえ、ブレークス

ルー感染というワクチン接種してもなお感染するというケースも出て

きております。そして何より日本ではまだ１２歳未満の児童はワクチ

ンを接種することもできない状態であり、最悪の場合は命の危険もあ

る感染症であることを考えますと、私はやはり「安心・安全」を最優

先にして学校運営を行うべきであると考えております。 

 確かに感染症対策により、制限される教育活動はあると思いますが、

これまでも教員が「その中でできることは何か」と知恵を絞り、安全

を確保した上でできる活動を数多く実施してきました。それこそが専

門職である教員の力の見せ所だと思います。 

 幸い同じタイミングで一人一台のタブレットＰＣも整備され、互い

に接触することがなくても、意思の疎通や状況の確認ができる環境が

整いました。今後再度感染が拡大するようなことがあったとしても、

それらを有効に活用しながら、「安心・安全」かつ子どもたちの学びつ

ながりを止めることがないような学校運営を私は望みます。 

 

 はい、ありがとうございます。各委員、そして教育長から様々なご

意見、そしていろんな角度から発言頂いてありがたく思っております。

どうか皆様には引き続き、学校や子どもたちのためにたくさんのご意
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（冨宅市長） 

見をいただけたらと思っておりますし、様々なご意見をいただいた事

に感謝申し上げます。本当にありがとうございます。 

 

 

（３）支援教室について 

 それでは次に議事の（３）「支援教室について」であります。柏原市

内の出生率の減少によりまして、児童生徒数は減少傾向にあると聞き

及んでおりますが、その中で支援学級入級児童・生徒数は年々増加傾

向であると聞いております。その現状をお聞かせいただけますでしょ

うか。 

 

 柏原市内の児童生徒数は減少傾向にありますが、支援学級入級児

童・生徒数は年々増加傾向にあり、令和３年度も２０名の増加があり

ました。増加に伴い、障がいの状況も多様化し、適切な支援教育のた

めにも関係機関との連携は重要となっています。 

 

 （西村委員から発言を求める声あり） 

 

 はい、西村委員お願いいたします。 

 

 その中でも医療機関との連携は、特に重要となっています。柏原市

立病院はもちろん、府下の医療機関との連携を行っています。障がい

状況をアセスメントする際、個別の指導のあり方の検討の際、障がい

によっては服薬の効果を検討する際など、様々な場面で医療機関や主

治医とカンファレンスを持っています。これにより児童・生徒の個別

の課題に対して学校における適切な指導を行うことにつながっていま

す。また医療的ケアが必要な児童・生徒については、適切な医療的ケ

アのアドバイスを受けるとともに、コロナ禍における対応についても

医療機関と連携することで、学校で安心して過ごすことにつながって

います。 

 

 ありがとうございます。先生方にとっては専門的な知識も必要にな

ってくるかと思います。子どもたちが学校生活を快適に過ごしていけ

るように今後も医療機関などと連携を密にしていただいて、きめ細や

かな対応をお願いします。それでは、議題４に移らしていただきたい

と思います。 

 

 

（４）教員について 

 議題（４）は「教員について」であります。ここ数年、毎年のよう
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に教員に対しての議題が出ておりますが、全国的に教員の欠員が深刻

な問題になっている中、管理職を希望しない先生が増えているという

ようなお話をお聞きしております。本市ではどのような状況でしょう

か。 

 

 はい。市長がおっしゃいましたとおり、全国的にも管理職を希望す

る教員が減少傾向にあり、大阪府内では教頭のなり手が少ないという

情報もございます。幸い、本市においては、管理職が不足していると

いう状況にはないようですが、将来の管理職候補として、指導主事や

首席の育成に取り組んでいるとお聞きしています。 

 

 （田中委員から発言を求める声あり） 

 

 田中委員お願いします。 

 

はい。その一方、課題もございまして、全国的に、管理職に占める

女性の割合は、中学校、高校は特に低いのですが、本市においても同

様の傾向が見られることから、今後、中学校における女性管理職の割

合を高められるように、所属長による声かけの工夫など、必要になる

かと感じております。 

 

なるほど。全国的に管理職希望者の減少、また、管理職の女性の割

合が少ないということでありますが、本市でもここも課題になるとい

う認識をいたしました。管理職を希望する先生が減少していることに

ついて、何か経験や年齢など関係はあるのかなと思いますし、例えば

先生方が「もう少し経験を積みたい」あるいは、「管理職になる年齢に

達してない」と思われているのだとか。何かそういった考えが影響し

ているものなのでしょうか。 

 

全国的な傾向といたしましては、大量採用されたベテラン教員の退

職に伴い、若年層の採用が増えることで、平均年齢が低下する傾向が

ございます。本市においても、２０代３０代の教員が小学校では５

８％、中学校では５２％と経験の浅い教員が増えているとのことです。

市といたしましては、初任者への研修に学校と共に取り組むとともに、

ＯＪＴなどを現場に推進することで、教員の育成に取り組んでいると

お聞きしています。 

 

ありがとうございます。先生方の若年層が増えている事も関係して

いるのかもしれないですね。若い先生が多くなるということは、育成

など現場では大変ご苦労されていることと思います。先ほど、ＯＪＴ
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を現場に推進されているとお聞きしました。実践形式の研修はとても

いい経験になると思います。例えばどんな取り組みをされているのか

詳しくお聞かせいただけたらと思います。 

 

教職員は、子どもたちの心身の発達に関わり、人格形成にも影響を

与える重要な存在であることから、子どもや保護者の信頼や尊敬に値

するよう絶えず研究と修養に努め、職務に必要な資質・能力を向上さ

せなければなりません。とりわけ経験の浅い教員については、教員と

して必要な基本的な指導方法や子どもの理解、保護者への対応の仕方

等、身につけなければならないことが沢山あります。そのため学校で

は、先輩教員による日常的なＯＪＴの推進により指導力向上を図って

いるところであります。教育委員会としましても、初任者及び２年目

教員に対して、法定研修に加えて、市独自の研究授業を行うことにし

ており、全ての授業に指導主事が参加し、指導・助言に努めていると

ころです。 

 

ありがとうございます。おっしゃるとおり先生の指導力というのは

子どもたちの学校生活や人格形成にも直結すると思っています。義務

教育期間に限りませんが、子どもたちにとっては重要な時期だと思い

ますので、引き続き若い先生方の指導力向上にむけた指導・助言をお

願いします。 

それでは、次の議題にまいります。 

 

 

（５）学校施設の老朽化について 

（５）「学校施設の老朽化について」でございます。新年度予算を作

成するにあたりまして、学校関係の施設修繕の項目が多く挙がってい

ることは私も把握しておりますが、現状について、委員の皆様の感じ

ておられることなどお聞かせくださいますようお願いいたします。 

 

柏原市では、小学校９校、中学校６校を有しており、どの学校も建

築から年数の経った建物が多くあります。 

先日の本会議でも教育委員会より答弁させていただいております

が、今後４０年間にかかる改築等の費用総額は約４２３億円となり、

１年あたり１０億を超える費用が必要となります。今後、さらなる増

加が想定されますが、学校現場からは、様々な施設改修や整備の要望

があがってきております。 

ただ、その全ての要望に応えることは、不可能であると思いますの

で、学校施設整備にかかるコストの縮減や平準化を図ることは必要不

可欠と考えております。  
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これまでも冨宅市長におかれましては、学校環境の改善や充実に関

する施策に対する予算措置に対して理解を示していただいております

が、今後一層、学校施設の老朽化が進むことから、ぜひとも教育委員

会と共に柏原市の児童生徒達のために充実した学校環境の整備にお力

を発揮していただきますよう、お願いしたいところです。 

 

（田中委員から発言を求める声あり） 

 

では、田中委員お願いします。 

 

児童生徒の数が減ってきておりましても、３５人学級ということで

クラス数は増えたり、また、支援学級の児童も増加傾向にあることか

ら、学校を再編して学校施設の整備ということも難しいところがあろ

うかと思います。ただ、このまま、全ての学校を児童生徒が安全に学

校生活を送れる学校環境のまま、何十年も先まで維持できるか、とい

うと、実際難しいところもあるかと思いますので、再編整備について

も検討にはいる時期が来ているのではないかと考えております。 

 

（近藤委員から発言を求める声あり） 

 

では、近藤委員お願いします。 

 

数年にわたり、市長が推し進めてくださっております、体育館空調

や洋式トイレ改修工事など、学校環境は、着実に改善されている面が

ございます。児童生徒はもとより、保護者の方からも期待のお声を聞

いております。現場の教職員や保護者、児童生徒の声は様々で、全て

を受け入れることはできませんが、優先順位をつけて、学校の環境整

備に取り組んでいっていただきたいと思います。 

 

ありがとうございます。私もいろいろな学校を訪問させていただく

中で、子どもたちが学ぶ環境であります学校施設の老朽化については、

実際目でも見ておりますし、児童生徒が安全かつ快適に学校生活を送

るための環境整備について、これまでも力を入れてきました。 

一方で、本市の公共施設は全般的に大規模修繕等が必要な状況にな

っておりますことから、公共施設管理計画を立てまして、４０年後の

人口とそれに伴う財政状況等も鑑み、総面積の２１％削減を目標とし

ております。この公共施設のあり方の見直しを図っているところでご

ざいます。 

その中において、子育て支援施設と学校教育施設、これについては

公共施設全体の５５％程度を占めている状況であります。そういった
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（冨宅市長） 

 

 

 

（新子教育長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

ことから子育て支援施設関係における公立保育所、そして幼稚園を統

合し、認定こども園への再編を進めたところであります。 

ただ、学校教育施設につきましては、法改正により３５人学級とな

り、適正規模・適正配置基本計画の見直しも進められているというこ

とですので、先ほど山﨑委員がおっしゃられていました、必要となる

多額の費用負担を含めて、庁内関係部局で情報を共有し、全体として

施設のあり方の検討を図るよう指示しておりますので、今後出てくる

方向性等については、どうかご理解いただきますようよろしくお願い

します。 

 

 

（６）教育振興基本計画について 

それでは、次の議題に参ります。（６）「教育振興基本計画について」、

現在のものが今年度で最終年度だったと記憶していますが、来年度以

降の計画についてはいかがでしょうか。 

 

市長がおっしゃったとおり、教育委員会では、柏原市の教育の羅針

盤となる「柏原市教育振興基本計画」を平成２６年度に策定し、計画

の前期・後期・改定期にわたる８年間を通して、さまざまな施策に取

り組んでまいりました。この基本計画の実施期間が、令和３年度に終

了することから、このたび、社会情勢の変化や国の動向、また、これ

までの本市の教育施策の取組状況や課題を踏まえて、第２期となる「柏

原市教育振興基本計画」を策定してまいりたいと考えております。 

これからの時代に本市の教育がめざす方向性についてお示しし、実

施すべき方策を具体的に進めていくことを目的に、現在、作成を進め

ています。 

年明けの２月頃にパブリックコメントを実施いたしまして、令和４

年度の策定をめざしているところでございます。 

 

ありがとうございます。先ほど教育長から教育の羅針盤というお言

葉がありましたが、本当に本市の教育の根幹となる計画でありますの

で、十分に議論し、様々な意見も参考にしながら慎重に策定いただき

ますようお願いします。 

 

 

（７）その他 

それでは議事の（７）「その他」についてですが、皆様、何か案件等

はございますか。 

 

（教育委員から、「なし」の声があがる） 
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（冨宅市長） 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特にないようです。最後に事務局より何かありますか。 

 

 

【その他・会議日程について】 

 今年度の定例会は、これで終了いたします。 

 今後につきましては、ご審議いただく案件が生じました際に、改め

て開催の日程調整をさせていただきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 

特に、ご意見がなければ、今後、会議の開催が必要となった際に、

事務局の方であらためて日程の調整をさせていただきますので、よろ

しくお願いをいたします。 

それでは、本日の議事は以上をもって終了し、これで閉会とさせて

いただきます。 

年末のお忙しい中、そして寒い日にも関わらずご出席いただきまし

て本当にありがとうございました。 

 

 


